
棚倉町立近津小学校 学 校 だ よ り 令和６年５月２４日（金） № ６

★教育目標★

志高く、確かな目標をもち、
自己を磨く、しなやかな子どもの育成

文責：校長 鈴木雅人

○編集後記（校長のつぶやき）・・・・・・・・・・・・・・〇明日は、PTA奉仕作業です。外の草の状況から作業内容が一
部変更となりました。お忙しい中、すみませんがよろしくお願いします。〇前号で私の誕生日の話題を載せましたが、今週、ある１年生の
男の子が帰り際、「校長先生、今更ですが、お誕生日おめでとうございます。」と言っていったのです。普段そういう言葉を使いそうもない
子が・・・。「今更ですが」という思いを持ってくれていたことと、言葉を使えたことに感動です。 必死に言っていた姿、かわいかったな～。

地震発生、近隣火災からの避難訓練 消火器訓練も実施しました。
今年１月１日に発生した能登半島地震は記憶に新しいところです。そしてまだまだ

復興途上であり、日本中が応援している状況です。
能登半島地震では、地震による家屋倒壊、火災、津波等での被害が見られました。

近津地区での災害といわれると、地震はもとより、火災、大雨による河川氾濫、土砂
災害などが予想されますが、子ども達が学校にいる間の被災と考えると、地震・火災
が一番恐ろしい災害であると思います。
今回も、棚倉消防署の署員の皆さんのご指導のもと避難訓練を行いました。幼稚園

と合同の予定でしたが、あいにくの天候だったため小学校だけの実施となりました。
「安全」＝おさない、かけない、もどらない、「無言」＝しゃべらない、「迅速」＝教
師の指示に従ってすばやく移動する、が徹底されていました。署員の方からもお褒め
の言葉をいただきました。避難後は、消火器訓練を行いました。児童代表と先生方が
行いました。ぜひ、ご家庭で消火器のある場所と使い方をお子さんと一緒にご確認く
ださい。終了後は、１年生から３年生までは消防車・救急車の見学をさせてもらいま
した。いざという時に、自分の命を自分で守ることができる教育はとても大切なこと
だと改めて思いました。失った命は二度と戻りません。自分の命は自分で守る！！そ
の意識と術を持っている子ども達を今後も育てていきます。

「５年生 家庭科」おいしいお茶の入れ方を学びました。
先日５年生の数名が、校長室にいれたてのお茶を持ってきてく

れました。飲んだらおいしいことこの上ない！温度よし、甘みと
渋みのバランスよし、という感じでした。家庭科室で授業の真っ
最中とのこと。早速行ってみると、５年生の皆さんが入れたお茶
を飲んでいるところでした。「おいしい～」「にが～い」感じ方は
いろいろだったようです。
家庭科は、まさに家庭生活に直結する学習です。教育活動全体でキャリア４能力を

磨くのがキャリア教育ですが、生活に密着した知識や技能を身につけることもキャリ
ア教育に含まれるものだと思っています。５，６年生の保護者の皆さん、ぜひお子さ
んにお茶をいれてもらってみてください。さて上手くいれられるでしょうか？


